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と 560mμ に α 吸収帯を有する cyt が酸化される乙とがオパールグラス法により明らかになった。した
がってこの細菌には上記 cyt のほかにもう 1 種類の cyt が寄在し，しかもその cyt が硝酸塩呼吸に深い
関係をもつことが示されたわけである。そ ζでこの cyt を P-cyt(560) と名づけた。生菌の場合も無細胞
抽出液の場合も基質による P-cyt (560) の還元程度はコハク酸塩>乳酸塩であり， また硝酸塩還元の速
さもコハク酸塩>乳酸塩である。
乙の細菌のアセトン粉末抽出液を硫安で、分別沈澱して 30'""-'70%飽和の部分についてしらべてみると， 乳
酸塩ゃ DPNH の添加によりその標品内に多量に含まれている P-cyt 554 が還元される。またこの標品は
手L酸塩を基質にして外部から加えた P-cyt 551 を急速に還元するし， その速度は DPN の添加により増
加する。また乳酸塩のかわりに DPNH を加えても P-cyt 551 の還元がおこる。
生菌を音波処理して 10000 Xg で、遠心分離後上清を硫安で、沈澱さしたのち水にけん濁して一夜透析した
ものは，コハク酸塩を基質にして外部から加えた P-cyt 551 を急速に還元する。
生菌を音波処理後 10000 Xgで遠心分離した上清では酸素吸収はコハク酸塩>乳酸塩であるが，乳酸塩酸
化能は標品により非常に差がある。そして乳酸塩酸化能が低い標品ほどその中に合まれている P-cyt 554 
の乳酸塩による還元のされかたが弱~\o











引り蹴-p-匂t (560) 還元酸素 硝酸塩i墨元酷素
論文の審査結果の要旨
緑膿菌 (Pseudomonas aeruginosa) のチトクロム(以下 cyt)系について奥貫研ですでに P-cyt 551 , 





560m州乙 α 吸収帯を有する cyt が酸化されることがオパーノレグラス法で明らかになった。したがって，
この細菌には上記 cyt のほかにもう一種類の cyt 成分が存在し，しかもその cyt 成分が硝酸塩呼吸に深
い関係をもつことが示された。そこで乙のcytを P-cyt (560) と名づけ，それがコハク酸塩→P-cyt (560) 
→硝酸塩で示されるように基質の電子をは乙ぷ乙とを実験的に証明した。一方，緑膿菌のアセトン粉末抽
出液を硫酸アンモニウム(以下硫安)で分別沈澱して 30--70% 飽和の部分についてしらべると乳酸塩や
DPNH の添加により，その標品内に多量にふくまれている P-cyt 554 が還元される。また乙の標品を用
いると乳酸塩を基質として外部から加えた P-cyt 551 が急速に還元され，その速度は DPN 添加により増
加する。乳酸塩のかわりに DPNH を加えても P-cyt 551 の還元がおこるから， 乳酸塩→ (DPN+ごDP
NH十 H+) →P-cyt 554• P-cyt 551 であらわされる電子伝達経路が推定された。
さらに，生菌を音波処理， 10 ， 000xg で、遠心分離後，上清を硫安で、沈澱させたのち，その沈澱を水にと
かして一夜透析したものは， コハク酸塩を基質にして P-cyt 551 を急速に還元させることができる。の
みならず音波処理後の無細胞抽出液の酸素吸収はコハク酸塩>乳酸塩であるが，乳酸塩酸化能が弱い標品
ほどその中に含まれている P-cyt 554 の還元されかたが弱いことが知られた。したがって， Pーcyt 554 が
乳酸塩の脱水素反応に密接な関係をもっていることが裏づけされた。
上記音波処理による無細胞抽出液にコハク酸塩を加えて，その中に含まれている cyt を還元しておき，
硝酸塩を加えると無酸素状態でも P-cyt (560) と P-cyt 554 とが酸化される。コハク酸塩の代りに乳酸
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塩をもちいた場合には， P-cyt (560) , P-cyt 554 および P-cyt 551 が酸化される。この事実と，生菌に
硝酸塩を加えた場合 P-cyt (560) だけが酸化されることから，脱水素酵素の強さを考えに入れると， こ
れらの酸化還元電位は P-cyt 551>P-cyt 554>P-cyt (560) の順に低くなると推定される。



























山中君の論文は緑膿菌のチトクロム各成分ことに P-cyt (560) の生理的意義を切らかにしたもので，こ
の論文は理学博士の学位論文として充分の価値あるものと認める。
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